
八尾の古墳 －高安山麓の古墳－

令和４年３月19日（土）

八尾市 魅力創造部 観光・文化財課 藤井淳弘

令和３年度 百舌鳥古墳群魅力発掘講座



【本日の講座の内容】

「高安山麓は古墳のテーマパーク」

４世紀：古墳時代前期

①前方後円墳を築造し続けた古墳群 －楽音寺・大竹古墳群－

５世紀：古墳時代中期

②北・中河内最大の前方後円墳 －心合寺山古墳－

６世紀：古墳時代後期

③中河内最後の前方後円墳 －郡川西塚・東塚古墳－

④河内平野をのぞむ大型群集墳 －高安千塚古墳群－

⑤大阪府下最大級の横穴式石室 －愛宕塚古墳－
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高安山麓の古墳の分布



①前方後円墳を築造し続けた古墳群
－楽音寺・大竹古墳群－

前期：全長50m前後の３つの前方後円墳

中期：全長160mの心合寺山古墳

後期：鏡塚古墳（直径30mの円墳？）

高安山麓北方



②北・中河内最大の前方後円墳
－心合寺山古墳－



百舌鳥・古市古墳群と同じ時期の前方後円墳

［史跡整備の経過］
昭和41年2月25日 国史跡指定
平成４～14年度：発掘調査
平成14～16年度：史跡整備
平成17年度：
古墳の一般公開・八尾市立しお
んじやま古墳学習館の開館

［心合寺山古墳の整備の特徴］
・造られた当時の前方後円墳
（全長160㍍：府下19位）の姿
（葺石や埴輪列）が分かり、墳
丘の上にあがることができる。

※全国の復元された古墳では神戸市五
色塚古墳（全長194㍍）に次ぐ大きさ

百舌鳥古墳群
古市古墳群

心合寺山古墳





ー墳丘施設：造り出しー

・西側くびれ部：造り出し

水の祭祀場を表した埴輪



ー埋葬施設ー

●後円部：３人の被葬者

墓壙（ぼこう（埋葬施設を納めるため
の穴：東西7.5ｍ・南北11ｍ）の中に
等間隔に並んだ長さの異なる３つの
「粘土槨（ねんどかく）※」

※木棺を粘土で覆った埋葬施設

調査前は「長持形石棺」と考えられ
ていた。

中央槨（全長7.7m）
西槨（全長7.3m）：一部調査
東槨（全長6m）

▲前方部：1人の被葬者
方形壇の下の「木棺」



心合寺山古墳の粘土槨



－西槨の副葬品－



心合寺山古墳のうつり変わり



－前方後円墳の復元１－



－前方後円墳の復元２－



心合寺山古墳の活用拠点

心合寺山古墳のガイダンス施設である
八尾市立しおんじやま古墳学習館の指
定管理者による古墳の活用

平成17年度（2005）開館～現在
指定管理者：特定非営利活動法人歴史
体験サポートセンター楽古

八尾市立
しおんじやま古墳学習館



指定管理者によるユニークな古墳の活用

古墳をキャラクターが案内 インターネットによる講座配信

市民ボランティアによる古墳の掃除

古墳懐石弁当の開発



百舌鳥・古市古墳群とのつながり

百舌鳥・古市古墳群と共通する最新の技法で作られた円筒埴輪

野焼きで作られた円筒埴輪だが、外面の調整はBｃ種ヨコハケ

（同時期の古市古墳群では埴輪窯で焼かれた埴輪が導入）



共通する埴輪祭祀
 囲形埴輪と家形埴輪による祭祀場の再現

心合寺山古墳と狼塚古墳（応神陵古墳陪塚）、御廟山古墳（百舌鳥古墳群）

心合寺山古墳

御廟山古墳

狼塚古墳



「百舌鳥・古市古墳群」の時代

○墳丘規模（全長160m）に示された評価
「北・中河内最大の前方後円墳」
＝前期から続いた高安山麓の最盛期を象徴

○埋葬施設（粘土槨）に示された評価
「土で覆われた埋葬施設の選択」
＝高安山麓を治めた人物の評価

墳丘規模と粘土槨の複数埋葬の類似

百舌鳥大塚山古墳（全長１６８ｍ・粘土槨）

◎百舌鳥・古市古墳群の被葬者とともに河内平野
の発展に貢献した高安山麓の首長



③中河内最後の前方後円墳
郡川西塚・東塚古墳



郡川西塚古墳の発掘調査

全長約62ｍ超（２段築成）
・北側が前方部・南側が後円部
（心合寺山古墳と逆向き）

・墳丘斜面に葺石（列状）

・墳丘の周囲に盾形の周濠



郡川西塚古墳と東高野街道

生駒山地山すそを通る南北の直線道路
（※東高野街道は中世以降の呼び方）

・古墳時代中期～後期：古墳がこの道を意識
して造られた？

・古代：古代寺院の建立
・中世以降：参詣の道

心合寺山古墳

高安千塚古墳群

郡川西塚・東塚古墳

古市古墳群

由義寺

東
高
野
街
道

智識寺

百舌鳥古墳群

（大津道）長尾街道

河内大塚山古墳



高安千塚古墳群から見える前方後円墳

約1㎞



近接して造られた郡川西塚・東塚古墳

相次いだ石室の開口

 東塚：明治30年

（1897）

 西塚：明治35年

（1902）

・石室内の副葬品が
持ち出される。

◎出土した須恵器の
時期から、西塚が先
行して築造。



郡川西塚古墳の横穴式石室の姿

昭和9（1934）年 梅原末治聞き取り図 昭和16（1941）年 清原得巌聞き取り図



横穴式石室の導入
－中河内の初期横穴式石室－

柏原市・高井田山古墳 郡川西塚古墳 高安千塚・郡川16号墳



郡川東塚古墳の横穴式石室の姿



郡川東塚古墳の横穴式石室の復元 －畿内型石室－

昭和16（1941）年 清原得巌聞き取り図 発掘調査による復元図：

玄室長5.1㍍・幅3㍍の左片袖式石室



副葬品の内容 －被葬者像を考える手がかりー

［郡川西塚古墳の主な副葬品］

・神人歌舞画像鏡（※）

変形四獣鏡を含む3面以上

※癸未年の隅田八幡宮所蔵鏡の原形鏡

・銀製垂飾付耳飾り

・須恵器（TK47-TK10型式）

［郡川東塚古墳の主な副葬品］

・画文帯神獣鏡1面

（国重要美術品・昭和10年指定）

・挂甲小札、馬具類

・ガラス玉鋳型土製品

・須恵器（MT15-TK10型式）



中河内最後の前方後円墳・郡川西塚・東塚古墳の評価

○古墳時代後期の近畿地方の前方後円墳では、大王級に次ぐ規模
（大和の物部氏の墓域・天理市杣之内古墳群に準じる規模）

古市古墳群の主な後期の前方後円墳
・高屋城山古墳（安閑陵）122m
・白髪山古墳（清寧陵）115m
・峯ヶ塚古墳 96m
・高屋八幡山古墳（安閑皇后陵）85m

その他有力な後期の前方後円墳
・今城塚古墳（三島古墳群・高槻市） 190ｍ
・河内大塚山古墳 335m

※百舌鳥古墳群は後期の前方後円墳はない。

○新技術による横穴式石室の導入と渡来系文物の副葬

◎新王権（継体大王）と結びついた新進の首長



郡川西塚

郡川東塚

118ｍ

75ｍ

80ｍ

心合寺山



④河内平野をのぞむ大型群集墳
－高安千塚古墳群－

郡川西塚・東塚古墳から高安千塚古墳群へ
「中河内最後の前方後円墳」の築造を契機として、「大型群集墳」の高安千塚古
墳群の造墓が始まる。



高安千塚古墳群の特徴

高安山麓の自然の中、標高約60～180メートル前後に、横穴式石室を
埋葬施設とする６世紀代（約100年間）に造られた200基以上の小円
墳が良好な状態で残る。

 古墳群のはじまり（６世紀前半）：「ドーム状天井の石室」や
「韓式系土器・ミニチュア炊飯具」などの渡来系集団との関わり

 最盛期（６世紀後半）：大型の横穴式石室が数多く造られた。

⇒河内平野に住んでいた渡来系の有力集団の群集墳

 江戸時代から知られ、明治時代にＥ.Ｓ.モースやＷ.ガウランドなど
著名な外国人研究者が現地調査に訪れ、研究成果が海外に紹介さ
れるなど、日本考古学史を考える上で重要。

⇒古くから「千塚（せんづか）」と呼ばれてきた。



高安千塚古墳群の構成
古
墳
群

名 支群・地区名 後期古墳数 主な古墳

高
安
千
塚
古
墳
群

大窪・山畑支群

230

50
（国史跡3・市史跡1）

大窪・山畑7号墳
（抜塚）

服部川支群
137

（国史跡102・市史跡1）
服部川25号墳
（二室塚古墳）

郡川北支群
6

（国史跡5）
郡川1号墳

（開山塚古墳）

郡川南支群 37
郡川16号墳
郡川11号墳

高
安
古
墳
群

楽音寺地区 5 大石古墳
核山古墳

大竹地区 0

神立地区 8 愛宕塚古墳
芝塚古墳

水越地区 0

千塚地区 0

大窪・山畑北地区 1４ ドルメン古墳
すえの森古墳

服部川地区 2 二階塚上墳
二階塚下墳

郡川地区 2 郡川西塚古墳
郡川東塚古墳

郡川東地区 2 郡川東1号墳
郡川東2号墳

教興寺西地区 2 寺池1号墳

黒谷地区 26 黒谷10号墳

垣内・教興寺地区 23 垣内・教興寺
１～3号墳

教興寺東地区 0

恩智・神宮寺地区 13

高安山古墳群 3 高安山１～3号墳

合 計 330



国史跡の指定範囲

平成27年3月10日 国史跡指定
令和3年10月11日 追加指定

［指定範囲の内訳］

古墳数 指定面積
主な古墳

（基） （㎡）

大窪・山畑支群 3 334.40
大窪・山畑7号墳（抜

塚）・27号墳（俊徳丸鏡塚）

服部川支群 102 64,733.16 服部川7号墳ほか

郡川北支群 5 1,819.83 郡川１号墳（開山塚）ほか

郡川西塚古墳 1 8,095.40

合計 111 74,982.79



渡来系集団の新たな技術や文化



古墳群最大級の横穴式石室 開山塚古墳（郡川１号墳）
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－大坂城の築城と古墳の破壊－

「千塚」の名が残る最
も古い古文書によると、
豊臣秀吉の大坂城築城
のため、石材を運び出
した場所となり、たく
さんの古墳が壊された
ことが記されています。

秀吉時代の大坂城の石垣

高安千塚古墳群がたどる歴史Ⅰ 安土・桃山時代



－観光のはじまり－

「河内名所図会」（享和元年・1801）

千塚 千塚村、服部川村、及、法蔵寺山内に多し。・・・（省略）・・・ 数の多きにより
て、千塚と呼ぶ。いづれも南向にして、窟中より陶器の品類、あるひは、金環、鉄針、
錬石の類出る。

古
墳
群
で
の
乱
掘

高安千塚古墳群がたどる歴史Ⅱ 江戸時代



河内名所図会に描かれた
高安千塚古墳群（郡川北支群）と郡川東塚古墳



－外国人研究者の来訪－

モースがスケッチした服部川7号墳

高安千塚古墳群がたどる歴史Ⅲ 明治時代

ガウランドが撮影した二室塚古墳



－観光地となった千塚－

「左

高
安
遊
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徒
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近
道
」

高安千塚古墳群がたどる歴史Ⅳ 大正・昭和時代



－吉田初三郎が描いた郡川西塚・東塚－
「信貴山名所図会（昭和５年・1930）：信貴山電鉄」





高安千塚古墳群における活用

古墳散策ハイキング 石室写真撮影会

市民ボランティアによる古墳の掃除 市民ボランティアによる見学ルートの検討



⑤大阪府下最大級の横穴式石室
－愛宕塚古墳－

平成4年3月31日
府指定史跡

石室：全長15.7ｍ
玄室面積：21.7㎡

大和の有力古墳
（天理市塚穴山古
墳・御所市條ウル
神古墳など）の石
室と同等規模

墳丘は、現状直径
22.5mの円墳だが、
30ｍ以上に復元。

河内の物部氏の墓
とする説も。



おわりに
－高安山麓の古墳の保存と活用－

平成17年度に復元整備された心合寺山古墳を出発
点として、高安山麓の古墳の保存と活用を広げてい
ます。

平成26年度に国史跡になった高安千塚古墳群につ
いては、市民と連携して活用を進めています。

今年度、追加指定された郡川西塚古墳や、平成30
年に新たに国史跡になった称徳天皇と道鏡ゆかりの
由義寺跡をふくめた史跡な活用を進めていきます。
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